土地使用貸借契約書
　貸主　　　　　　　（以下「甲」という。）および借主　　　　　　（以下「乙」という。）は、次のとおり使用貸借契約書を締結した。
第1条 甲は、乙に対し甲所有である末尾記載の土地を無償にて使用させる事を約し、乙はこれを受諾した。

第2条 使用貸借の期間は、これを定めない。

第3条 乙は、本件土地を住宅所有の目的にのみ使用するものとする。

第4条 乙は、甲の承諾なくして次の行為をしてはならない。

1 本件土地を第3者に使用収益させること。

2 本件土地に関する権利を第3者に譲渡すること。

3 本件土地の形状に変更を加えること。

第5条 乙が本契約条項に違反したときは、それによって甲が被った損害を乙は直ちに賠償しなければならない。
第6条 乙が本契約に違反したときは、甲において直ちに契約を解除することができる。

第7条 契約が終了したときは、乙は直ちに本件土地を原状回復して甲に明け渡さなければならない。

第8条 本件土地は、地目が農地のため、甲乙双方は速やかに農地法第5条の許可申請に着手することとする。

　この契約の成立を証するため、本書を2通作成して双方その1通を保有する者とする。
　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　甲（貸主）　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　乙（借主）　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

不動産の表示
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